
14.南郷丸山古墳

発掘調査略報

1前郷)LIJI1甘積{品、大il!ili南郷-TRにあり 、通称九

l1Jと11乎ばれる独」立丘陵 tにi立l，する.この丘陵は、 Jじ
}j を流れる亦川の ~JI独作JIP寺; に上り」じIIIIJIよ断ru をなす
が、 f何fr聞はなだ らかな斜u'iiを宅し茶畑IIに利月jされてい

る。r'i検li1[:1後柄111縄問iの段高点に[立;白し、保尚は 109

.6mをilPJる。(以下、本文中でr;tp何郷丸IIJdtJlのニ とを

「本;古庁tJと表現する )

石山寺か ら南郷に$る瀬間111.f.:it去のJ也械では、，5"墳

はきわめて少なく、その数l;tl0J，主にも尚たない。mイ'1;

磁i認されている Lのとしては、本古墳から赤川 を断て

て」じIIlIJに位iほする丘陵のm斜l前にある F側T6段、さら

に南側の丘陵にある南郷古墳、雨量車問中古積、 千存谷5
tJtll中(.iE官官な数li不明.2-3)'&つがあげられる。こ

のような状況下にあったため、当初この丘陵周辺には

占.tJlli存'(tしないだろうと忽われていた。だが、付・j!J:

lf残る叩谷"とl呼ばれる学名が“いものだγ の松

枕したらのと推定さ hるため、!I:.JJa遺跡の1ttEl孟充分

に考えられた.そよてヘこの丘陵伺辺で宅地治成が計-

~t)iされたのを機会に、昭和52年 5 月 27 日から29 臼にか

けて、造成地域内の分.fJi1狗貨を実地したところ、ょの

独立邸凌上に円1ftとみられる小さなマウンドが;認めら

れ、付近から数点の須I!{総片を採取した。

ょの分.fJi訓をの結来をもとに、宅地造成工 't五開始JIIJ

に試制調伐の実地を決定し、昭和52年 6H lSnから 7

}'J23日までの約30日間にわたリ発織を行った.

制先l;t、丘陵航者IS西端にある小さな?ウンドに収i'G

南郷丸山古墳地形測量E図

遺跡位置図 1.南郷丸山首境 2.爾郷古墳

3.南郷田中古墳 4.千町古墳

および南北の トレンチを、さらにマウンドのJ反骨VJ約12

mの地点に南北の トレンチをそれぞれ設定し、治械の

v(f泌を行っ た ( f~f幽 ) .その結決、 7 ウンドの南側部

分で、奥1援を北iI!にli'JJすた縦穴式抗議が発SlさiL、こ
れが小規院な円墳であることが判明した.

"1I議{止、 J也IlJ(赤禍色粘f't-t::府)をわずかに織り込

んだ益減;につく られており、闘は約 2.2mを測る。だ

が奥喰および*~を除いて破壊されており、金谷を長11
ることは不可能である。現存するお微みから似jf;する

と、その~Q鋭{立内法の幅1. 1m 、金氏2 . 05m以上であ

る。次に告発道については、石室入口部分がf岐・壊されて

いるため不明であるが、おそら〈玄室と淡泊の区別が

ない簡略iじさJ. L た;rr~さであろう 。 さらに石室に使用さ

れている行材はほ とんど人瓜大からLfDj瓜大のもので、

構築 )'j法也、 i泊'i~'の石室にみられるような脱J!IJfJ:はな
く、非常に乱織に紛まれている。ただ一つ注目される

点は奥畿の法l彪石[である。;m'it玄室拠1笠のJ.lSJ1E平{は、
かなり大きな石材を縦、積みにするが、本合墳でliAiif¥l! 
な行材を横位iEにすえ、このー捕にらたせかけるよ う

に訂材を俄む傾向がみられる。

石室内に遺物はほとんど見られなかったが、:u・g互の
人口部分付近の飲再しした1iMの1mから、術必然の杯、身・

向杯などが出土した.間部分が完全に破耳獲されている

ため、 Iポui:l訟を{添ったむのはないが、いずれら陶邑T

K 209前後に相当するもので、 6世紀末ij'iか 7世紀初j

.u!il説に比定される。おそらく古噴き経造時と向一時JUJの
ものであろう 。

さらにキ;古漬の石i~jj、墳丘の中心{二奥墜を設定す

るのそはなく 、中心より南へf.)1.5-2 mの地点に拠

墜をすえている.このが尖と.lt!!JfJ当事から境丘の規模 を
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いが、後JlIJ~明に入ると、小(，喝をイIする円績の他に、

fJ111ιaf熊や製鉄;tu事などの'J:.Im遺跡があらわれる.こ

れらの関係についてはす でに述べられているように

{住 2 上 須必~Ølム当地減に市績が祭泌された時期

か、あるいはややおくれて;t.:られはじめ、復良・予安

M.tで絞き、~鉄ifU事については、いつt:tl開始された

のか不明であるが、おそら<1tt!!r2il8lと相前後して生

様がはじめられたものと巧えて注文えないであろう .

製鉄遺跡が府軍事付近に集'1'してみらtlる*"災について

は、 i釘郷から百組側・ i釜竜王山・ 111M-にかけての丘陵地減

に0..に含主れている鉄が、 !L療技術ねよぴ叙需要の

i盆1.11とあいま って開発されるようにな 9たことを物必

るbのである. したがって今後は、 1何事事111中古墳や本

市績のような独立して仔イじ fる小行事.をも った古績の

彼務者が、 n~i訟にどのように関与していたかについ

て明らかにしていかなければならないであろう .

(般消俊和)

rl; 1 .注2 ~水博;w r，何郷111111t1ï境:1J，\JfE ~IH'i・J

{ rl磁初4SJf..1!l:i!i旬以文化財，剣先年報』滋

賀県教育委M会昭利SOqq

復元すると、 tfi筏12m lliJ!量の11J境と

推定さ tlる. またii滋u、縫慎およ

び{史III{I材型事からみて、絡を入れる

だけの:金1111を緒保したf'r¥J交のもので、

石宅をある脱皮帰後 した時点で総会

安慣しにものとみられ、石1ftの向き

も1mlr.J後とあまり尚〈な〈、演l王

L.ニ11.1二比例して 2m Il~l量の{I~\ 、も

のであ 勺たと Ji"えられる

このように4>:'8嶋IJ..今度の問先

で、 t1i机時代後JþJみの小.(j~!を ;(Îす
る問tAである ζ とがIIJJらかにな った

が、石山守からl街"にかけての地滅

における 8績の必ftl.t.、 I+i郷IIIlp-，lj
境についで本占噴が Z)HIである。

i有郷111'11 d.t.ttlJ.、本山績がIZJ1I!す

る独立丘陵のF信州にあ って京丙にの

ぴる i氏花院の南側u斜前iに祭遣された償穴式イj~包を有

する同府である.(I liJ.l.t、調fcll!lIニすでにかなり破線

されていたが、池山を姻り込んだ線総につ〈られてお

q、月見伎は内法の錨 O.7m、会後 2.5m以上で、天井

が低〈、玄怒と決遣の区事1)がない問軍事{包された bのと

々えられている(tU).本'8tttとは有史の幅や使

用石村.t樽祭方法に ~i; fの違いがUめられるが、築造

年代や線検はほとんど変りがなし向じような立地状

況をぷしている.すなわち、古喰時代後納本の小石室

を有する円績はct!I!境の一郎として存在するのが通例

であるが、問中お績や本iStJt 1.1 etJj!績を形成せず独立

して立地している;

この刈占績の周辺地織で徹認されている南郷占演 ・

千町，Ii境などは、 ~~ij側先が令〈行われておらず、そ

の内容については不明であるが、必そらく南側問中古

境や本~í境とほぼr，iJ'，~l切に泌するらのと思われる.

ζのように当地減におけるr!iJJtのあり nを眺めてく

ると、中JUJにさかのはる IJiJ，tt I止令〈泌められず、いず

れむが後JtJぷ頃に築迭された心のである。この地域に

は、 '8~Ø~ 代t:þJUII1iまでの遺跡はほとんど必められな

/ 
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15.椋木原遺跡、

第 3次発掘調査抄報

滋賀県教官養日会・財団法人滋賀県文化財・係議協会

は、国道 161号線の西大津バイパス愁訟に伴い、昭和

52年 6月より、大作市南滋賀に位w1する栓采様遺跡の

m3次発繍繍3援を笑地し、現:(Eも継続中である。

今回の開策対象.I1l!は、W， l次・ 5お2次測機対象地

(注1)を含むバイパス予定路線上の遺跡で、東西約

401目、南北約 300mの純闘である。この従木!点遺跡{立、

過去 2皮の発掘調査により、大篠宮時代とま詩良時代未

から平安l時代首~jJ切の瓦総 3 .Jt (H長先線、大津宮時代

の 6段を有する地下式手f~皆有段霊祭と .t~Jfl月)と、その

工房跡の一部が発見され、いずれも南滋賀凝寺に関巡

するものであることが判明した。また、問l延若手の西織

を示すと，思われる築地塀跡も検出された。さらに、弥

生時代から平安担割tにいたる遺物も多数出土している.

今回新たに発見された遺構l立、瓦総 6~、工房跡の

楓立住建物と瓦を製作するための粘土、前回検出され

た築地塀の延長部、さらに、縞王 H~集墳の一部と考

えられる横穴式石室の古墳2t.~ (主主2)、古墳時代初

疎と後期の竪穴住居跡、古式土飾総(一部後期弥生式

土骨量か)を包含する大i得、平安l時代の土拡"JIi;などを検

出した.

この中で、特に瓦Z誌は、第 1次訴j獲で検出した 3m

と、今回検出した 6~告との合計 9 ;1，左が、 3つの併を構

成していることが判明した。これらの鮮中の瓦黛には、

天井部や媛逃が残存するものや、登 l)l祭と平然とが隣

接して 1鮮を続成するものがあり注目される。また、

工房跡の柱跡や粘土i主、工房の規模をある程度把挺で

きるものと期待している。

--ドヴc>

桜木原遺跡概略図

遺跡位置E図 1.桜木原還跡 2.1護王子群集墳

3.繭滋賀廃寺 4.御所之内遺跡

軒丸瓦・鬼瓦 ・1噂などの瓦鎖と須忠告2・土師号告が1J.l土

している.古漬からは、 1号境で玄室納付近より刀子
制民.

5本 ・釘 7本 ・録 3本、言受道より釘8.<fi:・鎚 2本が出

土している。 2号績は石室の銭りが良〈、玄室で基底

部より 2-4段、族ー道{ま天井石の一部が残存し、際Jm
石を有する古墳であるが、この玄室よ 1)、麻身 5・杯

議 2・総合 l・釜 1・!in・越 lなどの須恵務鰍と、

ゴニ締器鐙 ・喜美 ・こしき・椀それぞれ 1点が、はぽJJR形

の状態で出土した.

しかし、瓦緩や灰原などの大部分は、水回耕作など

により削平され、発婦関谷に困難な商もある.とにか

〈、網査は昭和53年 3月に終了の予定で現在なお継続

中のため、詳細!な報告は後日にゆずることにしたい.

(M野泰樹)

注 i 第1次 滋賀県教脊君主只会『樹木l京遺跡発揃

調査報告一一雨滋賀廃寺瓦熊一一J(昭和50年)

努¥;2次 滋賀県教育委民会 rぬ木s;(，11跡発搬

調査報告日J(昭和51王手)

7.:l:2 滋ft県教育委只会「大津北郊における古墳群

の調盗{l)j(f滋賀県文化財翻在報管お第四s1b
昭和44..$f..) 

o 10 
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11¥土し、 "I/J也状況や、阪↑瓜が検出されるニとから、ょ

16.瓦窯11'.土瓦の示すもの Il -!: Ji，飛と断定した.それは、1'1瓜JUJに刷附怯ら

il. 夜iミオミないし JI~ti初期.・もよよで』もを it成したも

分衛調合，や政婦問先の段階で.丘限約耐において灰 めと推定し、伝伐fi3W"専にi自在した地点にあるため、

"l などから lt:が，~h!. ε Itf.;地介、持jlfJそ ζ を瓦燃とみ そこでJfJ“る1iを鋭いた bのと-J'怨しfょ.あるいは、

なし.その'Ji.::tょの瓦自民て・焼かtlたものと拘断する. 伝t宍悩寺跡で1Ilいちtlた市弘、J{.を.ftJnJして.議n米な

また、附じゅ所かお時期の拠~.る11:が111 :1:した場合、 いし'j!1dlJIUJに符し<li:mを情処したとも考えられた.

IJoíp，~jUJの li.燃があると :f忽!する.それは係機してある ところが./11:1:'[る UD.IUJの瓦の大部分I:t{孟似仙寺跡

かまたは1;.)じ倫明1.;修復しと協での(t;しているのだ E ではま q た〈出土せず.t~ 別)()m ，ti(f)Ui滋mfl守です

忽{象する. ~ ，'， 1';、i1i<にある1い、時刻!の?慢で俊成し ベてHI'I:するため、 l純滋rt11~ '.~''iIJの JO伐という 4!f;，主む

たl乙を l例JIJして析 し、、際を州艇 し.それらが民的:にi昆 なリたったのである.また、俗n氷ないしー1;;・'6:'初仰iの

(，;したものとみなす二ともある.それと L、市い時期 lCI.t伝然倒守跡.I何i銭TiI'姥，，'J'Jtに:ll:1γrるため、 ζ

のi五をJ(.慌の Lのとせず、 i1i:くにあるゆでmいられた の IJ事lUJI ニ1I'IJ九千に供給したと芯\1~された.

瓦を利JlIJしたむのと判断すゐふとむある しかし、制伐がj色むにしたが‘'.J五郎である点以外

ニlのよう l二、日午IU1J)~'{なる Ji:が九汚からtII J するゅ の行L定:.1よとご r< H九針かれる併i!於ルな た すな

介、，'iぃJi.が織かlLf・j也点めるいは111¥ ，られた地点と、 わち、 lも燃は平安市IJJUW11' ，'， Jlた ' I~i1l 1 J，~ 1': I ~であり、

~/r しい瓦をぬいたJ(.~ "'u隙~~lてあ 3たと.f!1象Sる 1' 11鼠l側、 {，~tt ~く η ぃ l '1('6.初JUIのJi，li¥・ l‘れも九!句憾

のが常でんる. ~たの防I lJ ~、られた J~であゥ I~ .:.とと. ・の九mて・焼成

とニろが. "11.瓜JUlと・11.'1，伝IUJのJ{.を:11I '4る必;対を旅 されたlil.tJ，.l:終f1'Ilt'，て・検:11怠札、そIlIJ仏仇払i守跡で

し〈踊liしたとよろ、 I..;t!の t う~. ~!I.'91 とはかなリ災 Jlh‘られたものであったことである. .:. J)鮎浪、ニの

なる紡!択の111た.iJH伺b(fするニとが知られたのであるo 1-王様 1:1、 IÚ~!{h'，れ，Htて"11]\ ・るJt.を悦〈どめ、 itii益ro必
史跡i災計れ1跡指泡j也|勾にあるw己jiiW-4-の』五百首がそれ 守でm“られたんを利IJ)して'I{'}04'~1J JUJにt詩集し、使111

て¥ニこ:::f:1~誌編4予防:主}~伽慌のjijjl!約 .15Omの丘陵 されたむのと判断~tしるにいた弓たのでゐる.

~t斜lfiiに t'i る . 測伐のH初の12階では、 (tJJUIIの必添 二のtうに、1(1己J{.燃の問先Ii、ボ剣先の瓦約:11・t:

文 )j形+fli ( サソIJ"~)、従"1(.迎必:友申I 丸瓦、I.Hミヰ~ Ji.の耳'.{.j!吸いについては鍬吟て愉1ftであらね :I~'・ら lない

ないし平安:~/JIUJの能記文桁九1五ゃ:~ill\文事F九瓦などが ニとをiHす得例であった. (t4> !t.it!i) 

長尾茸練出土瓦(a.湖ー1-4・8、祭良末ないし平安初期-5・6・9、平安初潮ー7・IO......A-"瓦燃焼成)
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